
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

教育社会学研究第56集 （1995）

大学助手職に 関する歴史的研究
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1． は じめ に

　大学教員集団 （faculty）の 中で も助手 は極め て ユ ニ ークな職 で あ り， それ ゆ え に そ

の ポ ス トに まっ わ る問題 も大 きい 。 この こ とは ，

一
般的に 「助手問題」 とい う言葉は

よ く使わ れ るが ， 特定の 教員集団全体 に か かわ る問題 を指す言葉 と して ， 例え ば 「教

授問題」， 「助教授問題」， 「講師問題」 とい う言い 方はあま り耳に しな い こ とか らも示

唆 さ れ る 。 に もかか わ らず ， 特 に歴史研究に おい て ， 大学教員 に 焦点をあ て た研究 は ，

職階上で 最上位に 位置す る教授 に 関す る もの が主流 で あ り
U ｝

， 助手 と は どの よ うな性

格を も っ た集団で あ っ た の か ， とい っ た 点に つ い て の 研究は これ まで あま りな されて

こ なか っ た 。 そ こ で ，本論 の 目的 は，戦前期 の大学 に お い て 助手は ， い か な る性格を

も っ た ポ ス トと して 位置付け られ ， ど の よ うな集団を集 め て 構成 され て い た の か ， さ

らに そ れ が どの よ うに推移 して い っ たの か を 明 らか に す るこ とに あ る。

　 まず ， 現在の 助手の 実態， お よ びそ の 問題点 を浮 き彫 りに する こ とに よ っ て ，助手

ポ ス トの 性格 を歴史的に 検討す る手掛か り と しよ う。 現在の 助手の 実態に 関 して は ，

国立大学協会第 6常 置委員会 に よ っ て 昭和52年 5月に 行わ れ た調査が あ る
〔2］

。 そ こ で

は ，職務内容に よ っ て 大別す る と， 次の 4 タイ プの 助手が存在す る こ とを明 らか に し

た （国立大学協会第 6常置 委員会　 1978， 57−68頁）。   研究助手は ， それ ぞれ の 専門

分野に お け る学界の 後継者で あ り， 職歴 の上で は ， 将来教授 ・ 助教授 へ の 昇進が 期待

され る職務 内容 を有す る者 。   実験助手は，学界 に お い て は 講師以上 の 地位が 一般的

に は期待 され な い
， 技官的性格 の 職務内容を有す る者 。   事務助手 は ， 主 と して 人
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文 ・ 社会科学系の 分野 において ，事務官 ・教務職員的内容の 職務に従事す る者
3｝
。   臨

床 。 研究助手 は ， 医 ・歯学の 分野に特有の 存在で ある 。

　それ で は ， この よ うな実態の 下で ， 何が助手問題 とな っ て い るの で あろ うか 。 昭和

50年代前半に は
， 国立大学協会で ， 第 1常置 ， 第 6常置委員会 が 中心 に な っ て ， 助手

問題が 大 きな審議事項の 一
っ と して 取 り上 げ られ て い る （前述の 実態調査 もそ の 過程

で 行われ た もの で ある）。 そ こで の 議論を参考に す る と， 助手問題 と一
般的に言 われ る

もの と して は ， 名称 ， 給与 ， 高齢助手の 存在， 学内選挙権 ， 教官会議の 構成 ， 等々 が

ある （岩田　1992
，
77−78頁）。

しか し， む しろ助手問題の
一

番の 複雑 さは ， そ れ らの

問題を解決 しよ うとす る時に現れ る。 っ まり， 「助手の 採用 に しろ ， 任用後の 助手の職

務内容に しろ ， また助手制度の 運 用の 仕方に しろ ， 大学に よ っ て ， 同
一大学で も部局

に よ っ て ， ま た ， 同
一

部局で も学科や教室に よ っ て ， 必ず しも統
一が とれて い るわ け

で は な く，多様で ある 。 こ の こ とが ， 大学 や学部 ・ 研究所等にお け る助手 の位置づ け

を不統
一 な もの と し，助手 の地位や処遇の 改善を困難 に して い る」の で あ る （国立大

学協会第 6常置委員会　1978， 7頁）。 中で も特 に ， 文科系学部 と理 科系学部， 特に 実

験系学部 との
， 助手に対す る考え方の 相違は大きい

。 もともと，文科系学部で の 研究

は
， 教授 ， 助教授 ， 講師， 助手 とい っ た 職階 に かか わ らず ， 個々 の 研究者が各自の テ

ー

マ を追求す る， とい っ た形で 進め られ るの が
一

般的で あ る 。 従 っ て ， 教員職階間に ，

「研究教育職能や責任の 上で 殆ど差が な くな っ て い る」現状 に お い て は ， 助手制度の 必

要性は薄れて きた， との 主張 さえみ られ る。

一
方，実験系学部で の 研究 は ，

一般的に

は チ
ーム ワ

ー
ク体制を とっ て 行われ る こ とが多い

。 そ の 場合， 助手を含 め た現在の職

階制 に 準拠 した ， 研究 ・ 教育体制の 方が 都合の よ い こ とが多 く， 「助手は必要欠 くこ と

が で きな い 職種で あ る」 と され る の で あ る （岩田　1992
，

87−88頁）。 さ らに ，文科系

学部 の教育 は専 ら， 多人数相手 の講義形式で 行 うこ とが可能で あ る。 しか し， 理科系

学部 の 中で 重要 な位置を しめ る実験指導は，
マ ン ツ

ー
マ ン に 近い 形で の 教育を必要と

する。 従 っ て ， こ の 点 に おい て も， 文科系学部に 比 べ 理科系学部で は ， 教育職に 位置

付 け られ る補助者 と して の ， 助手の 必要性は高い もの と思わ れ る 。

　 こ の よ うに，少な くと も現在 にお い て は ， 助手は多様な性格を有す る集団か らな る

ポ ス トとな っ て い る 。 勿論 ， 他の 大学教員職 もその 実態は 多様で あ る と思わ れ る 。 し

か し，ア カ デ ミ ッ ク ・プ ロ フ ェ ッ シ ョ ン と して ，研究，教育 ， （社会 サ
ー ビ ス ）の 役割

を 自律的 に果た す こ とが 期待 され て い る とい っ た 点で は （Finkelstein　l984
， 新堀

1984），講 師以上 の 大学教授職は共通性が高 い 。 これ に 対 し， 助手職 は
一

般的に，大学

教員 の 職階の 最下層 に 位置付 け られ る ポス トで あるが ゆえ に ， こ れ まで みて きた よ う
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に ， そ の 範疇で は捉え きれ ない 集団を も内包 して い る。 そ して ，
こ の 点を含めて ， そ

の 多様性を複雑な もの に して い ると考え られ る 。

　そ れで は，歴史的に み た 場合 ， 助手制度が 成立 した 当初か ら， こ の よ うに 助手 は多

様で あ っ たの だ ろうか。 官制上 に 明記 された正規の 職員 と して ， 最初に 助手が 登場す

るの は，明治26年 8 月11日改正 の 帝国大学官制か らで あ る。 しか し，それ以前に も学

内処置 と して の助手職が存在 した 。 中野実 の記述 （伊藤 ・岩田 ・中野　 1990， 第 4 章）

を もとに ， それ を含め て ，教育 ・ 研究補助 ， 帝大卒業生 の 卒業後研修 とい っ た 2 っ の

系譜か ら， 明治26年の 助手制度成立 に 到る前史を整理 した もの が 表 1で ある
。

な お ，

先述の 国大協調査の 分類との 対応で い え ば ， 事務助手 ， 実験助手は前者 の 系譜に，研

究助手 ， 臨床 。 研究助手は後者の 系譜に連な る もの と考え られ る。

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 表 1 助手制度成立前史

東京大学の名称 開成学校 ・東京大学 帝国大学

年代 明治 6〜19年 明治 19〜23年 明治 23〜26年 明治 26 年

教育 ・ 研究補助 教場助手 ， 教場補助 助手 （有給） 技手 助手

卒業後研修
｝

助手 （無給） 助手 （無給 ・有給） 副手

　明治 26年 の 改正官制に よ っ て ， 「助手ハ 判任官 ト ス 教官 ノ指揮 ヲ承ケ学術技芸 二 関

ス ル 職務 二 服 ス 」 もの とされ た 。 こ の 助手規定 は ， 職務内容 に っ い て は漠然 と した も

の で ある。 卒後研修 に励む助手 と ， 教育 ・研究補助を行 う助手 ， ど ち らの 助手運用 も

可能で あ る よ うに解釈で きる 。 しか し，官制制定の 理 由書な どか ら明 らか な よ うに，

助手ポ ス トの 法制化は ， 技手の 待遇改善を目的 と した もの で あ っ た 。 事実， 明治26年

の 官制発足時 の助手の 多 くは ， 技手か らの 移行者で あ っ た 。

一
方 ， 助手 の 官制化に 伴

い ， 明治29年 9 月の 分科大学通則 に よ っ て ， それ まで の 無給助手は副手 と改め られ た 。

っ ま り，卒業後研修の 機会提供は副手ポ ス トに移行され ， 助手 は 教育 ・研究補助員と

して 位置付 け られ る はずで あ っ た 。

　 しか し， 表 1か らも分か る よ うに，明治26年の 助手制度成立 に は別の 面が あ っ た
。

明治 19年段階で ， 教育 ・ 研究補助と して 多様な 人材吸収を想定 して い た有給助手は ，

志願資格 ， 身分 ， 職掌が全 く規定 されて い なか っ た 。 これ が ， 明治23年 11月の 帝 国大

学令改正 に よ っ て
，

そ れ まで の 有給助手は技手に 移行 した
。 そ して

， 無給助手 と同様，

有給助手 も卒後研修の 場 とな り， 帝大卒業生に よ っ て 占め られ る こ とに な る 。 従 っ て ，

明治 26年 の 助手制度 は ， 実質的に 助手職 は無給 有給 を問わ ず ， 卒後研修の 場 と い う

イ メ ージが 定着 し始め た時に成立 した 。
つ ま り， 「助手制度の 官制化 は ， 技手 の 改称 と

い う点で は教育研究補助員 の 処遇問題 で あ っ たが ， 助手 とい う名称の 選択 に お い て は
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帝大卒業生 の卒業後研修の 保障とい う帝大 内部の助手像が 法認 され た ， とい うこ とで

あ っ た
。

こ の 二 っ の 目的が混在 して い た の が，帝国大学初期に お ける助手制度 の 基本

的な性格で あ っ た」（伊藤 ・ 岩田 。中野　1990
，
70頁）。

　以上 は助手 ポ ス トの 系譜 の 基本線で ある。 しか し， この 時期既 に学部に よ る偏差が

み られ る。 まず，文学部に助手が登場す る の は明治 30年，法学部で は明治 36年 に な っ

て か らで ある。
っ ま り， 表 1 に示 した 職を含め て ， 教育 ・ 研究補助員 ， 卒後研修の 場

を必要 と した の は ， 専 ら理科系学部 （医，工 ， 理 ， 農学部）で あ っ た
。

こ の よ うに ，

助手制度 は主 に ， 実験 実習， 臨床な どを持つ 理科系学部の 教育 ・研究体制の 必 要性

か ら生 じた こ とが 分か る。 こ の 点 は ， 戦前期 に おける教授，助教授 ， 助手の 実員構成

か ら も裏付 け られ る （伊藤 ・岩田 ・中野　1990
， 第 2章）。

っ ま り， 戦前期を とお して ，

文科系学部で は ， 教授や 助教授 に 比 べ て 助手の 実員 は極め て 少な い 。

一
方， 理科系学

部で は ， 助手 は教授や 助教授以 上 の 実員を有 して い た 。 こ の よ うに規模の 面か らも，

助手の 必要度が高か っ たの は理科系学部に お い て で あ っ た こ とが分か る。

　さ らに，医学部で は ， 技手か ら助手へ の 移行者はわずかに 過 ぎず ， 技手 との連続性

は弱か っ た 。 また ， 医院 も含め る と，明治26年の 助手制度成立時点か ら，助手に 占め

る帝大卒業生の 比率が極 め て 大 きか っ た （伊藤 ・岩 田 ・中野　1990，69頁）。 こ の よ う

に ， 理 科系学部の 中で も医学部で は ， 助手ポ ス トは卒後研修の 場 （臨床 ・ 研究助手）

と して 位置付 け られ た。
っ ま り， 理 ・ 工 ・農学部を中心 に した教育 ・ 研究補助員 と し

て の助手， 医学部を中心 と した卒後研修生 と して の 助手とい っ た具合に ， 明治26年 の

官制化の 時点か ら既 に ， 助手制度 の 運用面で の 多様化の 芽は 内在 して い た の で あ る。

　法的に はそ の 後 ， 明治 30年 お よ び大正 8年の 官制改正 に よ り， 明治 26年の 助手規定

の 「教官」が 「教授又ハ 助教授」 に ， 「学術技芸」が 「学術」 に変わ る。 さ らに ， 戦後

に は大学設置基準に よ り，助手の 資格は ， 学士 の 称号を有する者， ま た はそれ に準ず

る者 とされ，そ の 職務は ， 「教授及び助教授の 職務 を助ける」もの と規定さ れ た 。 しか

し， 明治 26年の 助手規定 と同様 ， い ずれ もそ の 内容 は漠然 と して お り， 実質的に は

様々 な助手ポ ス ト流用が可能 に な る 。 従 っ て ， 問題 はその 運 用 の され方で ある 。

　こ こ まで ，既存の 研究を もとに ， 現在 と助手制度成立時に お い て ， 助手集団が どの

よ うな性格を も っ た もの で あ っ た の か をみ て きた 。 それ で は ， 助手制度 の 成立以後 ，

助手集団の 性格付け は どの よ うな変遷を経て ， 現在に 至 っ て い る の か 。 そ の点 に関 し

て 本論で は，後述 の各時点 各帝大学部の 助手に つ い て ，  出身学校，   助手退任後

の 経歴な どを分析 する こ とに よ っ て ， 戦前期の 大学助手像，助手ポ ス トの 性格付けを

明 らか に して い くこ と に す る 。
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　今回 ， 分析対象 と した は ， 明治29年11月 ， 明治39年 5月， 大正 5年 5月， 大正 15年

7月 （10年 間隔， 4時点）の 『職員録』に記載されて い る， 全て の帝大学部助手で あ る。

助手の 経歴 を追 うに 当た っ て は
， 「大 日本博士録」， 「帝国大学出身名鑑』， 「帝大 出身

録』， 『人事興信録』明治 36年〜昭和 23年版 ， 各種人名辞典等の 資料 を用 い た 。

　帝大 に 限 らず ， 各種 の 戦前期高等教育機関 の 多 くに ， 定員の み な らず実員 と して の

助手が 存在 して い た 。 しか し， 以下の 理 由か ら ， 本論で の 分析対象は帝大助手に 限定

した
。 今回の よ うに

， 特定の大学教員集団に焦点 を当て て 分析を行 う場合 ， 同 じ大学

内に 存在す る， 他の 教員集団 との関係や性格 の違 い な どが 問題 に な る 。 戦前期高等教

育教員に 関す る従来の 研究 の 中で ， 最 も分析が 進ん で い るの は，帝大教授を対象 と し

た分野で あ る。 従 っ て現時点で は ， 他の 高等教育機関に 比 べ て ， 帝大 に つ い て は ， 助

手 と他   教員ス タ ッ フ （特 に教授） との 関係 な どが ， 最 も検討 しや すい か らで あ る。

2． 助手の 出身学校

　そ れで は，帝大助手 は， どの よ うな学校出身者か ら構成 され て い たの だ ろ うか 。 東

京帝大を除 く，各 『帝 国大学
一

覧』に は ， 各助手が学士 で ある か否か の記載が ある 。

さ らに 東京帝大助手を含め て ， 助手 リス トと各帝大 の 卒業生名簿等 との 照合を 行 っ

た
。

そ れ ら資料を利用 して ， 帝大卒業生 （学士）の 人数 ， お よび助手実員に しめ る比

率を示 した もの が，表 2 で あ る。

　 まず，助手実員 に しあ る帝大出身 の助手 の比率が高 い順 に ， 各帝大学部を並 べ る と ，

次の よ うに な る
。   法文学部 ， 東京帝大法学部 ・経済学部 （ほ ぼ全助手が帝大出身）t

  医学部（全助手の 7割以上 が 帝大 出身者），   前記  以外 の 文科系学部 （全助手の 2〜

8 割が帝大 出身者），  理 学部 ， 農学部 （全助手の 1〜 7割が帝大出身者），   工学部 （帝

大卒業生 は全助手の 3割未満 ， 帝大出身の 助手が全 くい な い 帝大 ， 年度 も多い ）。

　人数的 に は ， 医学部で は他の 学部 に比 べ ，帝大卒業生を多 く助手採用 して い た こ と

が分か る 。 医学部以外の 学部に つ い て み る と ， 例え ば ， 東京帝大農学部で は明治期に

比 べ 大正期 に は， また東京帝大理学部 で は年度が進 む に っ れて ， 帝大出身の 助手の 人

数 ， 助手実員に しめ る比率が上昇 して い る。 また ， 全般的に
， 農学部，理学部で は 幾

分帝大 出身の 助手が多 く， 工学部で は少な い 傾向が み られ る。 しか し，医学部以外の

学部で は ， 帝大出身の 助手の 人数に ， そ れ ほ ど 際立 っ た 差異が み られ る わ けで は な い
。

一
方， 帝大以外 の学校出身の 助手の 人数 は ， 文科系学部で は極め て 少な い の に対 し ，

理 科系学部で は 10〜30名程度に達 す る。 そ れが，文科系学部 と理 科系学部 との 助手集

団の 顕著 な相違点に な っ て い る。
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表 2 助手の 出身学校と高等教育就職率
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　名古屋帝大 に 関 して は，助手 以 後 ｛e ｝うち 3 名は 明 治 29年 と重複。 　　 〔j）うち 3 名は 明治 39年 と重複。
の 経歴調査 は 行 っ て い な い 。 ま た 医 ｛f｝うち 6名 は 明治 39年 と重複（うち 〔k）う ち 4 名 は大正 5 年 と重複 （うち 1
学部 は ll8名，理 工 学部 ・工 学部 は 　 1名 は 明治 29年 とも重複）。　　　 名は 明治 39年 と も重複）。

46 名 か らの サ ン プ ル 調 査 で あ る。 ｛9）うち 8 名 は大 正 5年 と重複 （うち 4 〔1）うち 2 名 は 大 正 5年 と重複。
　名は 明治 39年 と も璽複）。　　　　　　　　　　　　　　　　   うち 1名は 明治 39年 と重複。

〔al うち 3 名は 法学部助手 と重複 。　　 Ch＞う ち 2 名 は 明治 39年 （理 工 学部 ）圃 う ち 1名 は 助教授昇任 後 に逝 去。

（b）うち 1 名 は大 正 5年 と重 複。　　　　 と重複 。　　　　　　　　　　　 Cx）うち 1 名 は東京薬 専教 授 を経 て 。

【c｝うち 2名 は 明 治 29年 と重複。 　　 li）う ち 2 名 は 明 治 39年 ・大正 5 年 Cy）5 ち 1名 は勤 務 医 を 経 て 。
（d）う ち 2 名 は 明治 39年 と重複（う ち 　 と重複 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （z）うち 1名 は 医専教授を経て 。

　 1名は 明治 29年 と も重複 ）。
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　　　　　　　　　　　 大学助手職に 関す る歴 史的研究

表 3　医学部助手の出身学校

　　 出身学校

助手
勤務帝大 ・ 年

東京
帝大

東京
帝大
選科

京都
帝大

東北
帝大

九州
帝大

北海道
帝大

名古屋

帝大

官立医専 ・

旧制高校付
属医学部

私立
医専

名古屋

電気学
校

不明 計

東京帝大
明治 29 年 41 813

明治 39年 14 2 319

大正 5 年 16 1 r 18

大正 15年 20 1 2 23

京都帝大

明治 39年 13 5 413

大正 5 年 14 3 219
大正 15年 1 19 2 224

東北帝大
大正 5 年 r 212 1 7

大正 15年 2 147 15i
九州帝大

大 IE　5 年 五 40 2 245

大正 15年 1 1 59 鎚 1 2 3韓 67

北海道帝大

大正 15年 5 210 3 3 23

名古屋帝大
昭和 15− 17年 60 2 2 153118

　 ＊ 　1名 は 明治 39年 と重 複。

　 ＊ ＊　 1名 は大 正 5 年 と重複。
　 ＋　 農学部獣医学科卒 。

　帝大出身の 助手に関 して 具体的な 出身帝大を調べ る と ， 各帝大が卒業生を出す よ う

にな る当た り （創設後約 5 年）か ら， これ ら助手の ほ とん どは 自校卒業生の 中か ら補

充 され て くる こ とに な る
。 新堀通也 （1965， 84頁） は ， 大学創設後 ， 約 50年た っ とそ

の 教授陣の 9割近 くが ， 約30年 た っ と正教授 の約 3 分の 1，助教授層の 約 4 割以上 は

自校出身者で 占有され て しま う， と い っ た 同系繁殖 （inbreeding）現象の 存在 を指摘

して い る。 帝大以外の 学校出身の 助手まで 含め る と ， 助手の 大半が 自校出身者で 占め

られ て しまう とい う ，
こ の よ うな同系繁殖現象は観察されな い

。 しか し， 帝大出身の

助手 の 多 くは研究助手で あ っ た可能性 が高 い とすれ ば ， 帝大教授 へ の 道が開 けて い る

ス タ ッ フ と して の 研究助手に も， 同系繁殖の 傾向が み られ る こ とに な る。

　そ れ で は ， 帝大出身者以外で は ， どの よ うな学校出身者が ， 帝大助手に採用 され て

い た の で あろ うか 。 帝大医学部助手 の 多 くは ， 医学博士 に な っ て い る 。 学位取得者に

関 して は ， 『帝国大学大観』， 『日本博士録』等の 資料に ， 出身学校の 記述が ある。 従 っ

て ， か な りの 助手に 関 して その 出身学校 を調 べ る こ とがで きる 。 そ こ で まず，表 3 で ，

医学部助手 に つ い て 出身学校 をみ て い こ う。 帝大出身者以外の 医学部助手の ほ とん ど

は ， 東京帝大医学部選科 ， 官立医学専門学校 ， 旧制高校附属医学部な ど ， 高等教育機

関卒業生で あ っ た こ とが分か る 。

　医学部以 外の 助手は ど うで あ っ たの だ ろ うか 。 帝大 出身で な い 助手に つ い て は ， 冒
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　　　　　　表 4 助手の 出身学校

（1）名古屋帝大理工学部 ・工学部 （昭和 16−17年）

出身学校（人） 計
うち学卒
後直助手
採用者

高等
教育機関

大阪帝大専攻生（1），
名古屋 高工（5）， 米沢高工   ， 浜松高工 （4）， 東京高工（1）， 桐生高工

（1｝，関西高工 （D，京都高等蚕糸学校  ，名古屋高工附設工業教員養
成所〔1），名古屋薬専｛1〕，京都薬専α｝，東京薬専（D，京城薬専（1），
東京物理学校  ，立 命館ω，日本大学工 学部〔D，日本大学専門部（D
　　　　　　　　　　　−＿＿＿＿＿＿一＿＿

29 14

名古屋高工高等夜間部  5 0

初中等
教育機関

愛知県立工業学校  ， 三重県立工業学校｛1）， 山形 県立工業学校（D，

騨購 綻製薦継野萎覊冊
岐韓 立嚴 鰈 学校

名古屋中学（D ， 三重県立師範学校（1），私立赤海夜間中学校（D，福島
県立安積中学校中退（1｝

12 0

不明 16 一

計 62 14

（2）北海道帝大工学部 （大正 15 年）
，

　　　　　　　　　 出身学校（人） 計
うち学卒
後直助手
採用者

雛黼

北海道帝大工 学専門部  ，東北帝大工 学専門部（1｝，旅順帝大工 学専
門部ω ，

鞴羈谿黐 鵠 罍黜
金澗 〔1鰰 高工 18 11

鸚驫 鑼飜薹黔蠶犠鑿谿望勲
盛岡中学（1｝，
大阪府立今宮職工学校 ・私立電気工学講習所（1｝

正0 0

計 28 11

〔3）北海道帝大農学部 ・ 東京帝大

高等教育
機関 鶸驫

公式学歴
な し

不明 計

北海道帝大（大正 5年） 25 1 2 129
農学部 （大正 15年） 21 1 1 225

東京帝大 （明治 39年） 7 1 0 19
文学部 （大正 5 庫） 5 0 0 0 5

東京帝大 （明治 29 年） 2 0 2覇 711
工 学部 （明治 39年） 1 0 2霧 14〔の 17

（大正 15年） 5 0 0 51  56

東京帝大 （明治 29年） 4 1 2 18
理学部 （明治 39年） 5 2 2 2ll

（大正 15年） 23 4 0 7（c） 34

東京帝大 （明治 29年） 3 1 3 411
農学部 （明治 39年） 8 2 0 1121

（大正 5 年 ） 21 1 0 527
（大正 15年） 23 2 o 833
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　表｛3｝に つ い て個別の 出身学校名 は以下の とお り（人数）。

  北海道帝大 ・ 農学部（大正 5 年）

  灘灘麟購欝
農学校 （’3‘d）

）’　 ’L幌農学校伝舗

　　高等鯖 飆 ：

齲離査鰄 辮 鑠礑奪離轤静
北 海黼 大実＊SFI31・

　　初中等教育機関 ：北海中学｛1｝。
 
幅輟議謙黙 瀟！東京軅 学校〔1踈 京鷹 ．和仏辮 学校〔1個 学院 ． 独逸協

　　　　　　　　　会学校（1｝。
　　初中等教育機関 ：東京府内私立学校講義録に よ り修業（1｝。
鰊 覊 議謙鱸 鶚 第

一
醗 媚 猷 所｛1）。

  東
覊 香蘓騾 鰕 研）

皹 兵学寮 （1・

）。

  東京帝大 ・ 工学部 （明治 39 年）
　　高等教育機関 ：海軍兵学寮 （1つ。

  東京帝大 ・工学部 （大正 15年）
　　高等教育機関 ：東京番大  ， 大阪高工（1｝， 東京高工（1）， 東京物理 学校｛1〕。

  稿韈議灘纈麒 觀鯨 叡 学社に て ，年間 ，イ 。 学驃 （。）， 共立学校 ．東京

　　初中等黼 黼 源鸚驢
（’ll・ ）。

  東

韆蠢驪革韈瀚辮 獺 寝中欝
文学社にて ・年間 ・イ ・ 学脚

・

）・

  東京帝大 ・理学部 （丞正 15年）

輪鑾 糶螺欝羈鑼懸妾露魏 繍 蝉
校（IL

蠶難鑼1飜騨 甑 ＿ ＿ 獺

　　 初中等教育機関 ：福島県農学校（1｝， 公立育英学校中退（1）。
  東
覊 脅灘 麟戀纏 螺 譲翻 1驫 輟劇犠 黝鶴 黜 1）。

鑼驚1齧識霧輪黝 総
一 一

頭に 列記 した資料 か らは ，
ご く少数に つ い て そ の 出身学校 を特定で きた に す ぎない

。

こ の 点を補 うた め，個別大学 の 協力 を得て ，東京，北海道 ， 名古屋の 3帝大 に関 して ，

部分的 に助手 の 履歴書調 べ を行 っ た。 表 4 は
，

こ れ らの 帝大学部に っ い て ， 助手の 出

身学校の 詳細を記 した もの で あ る 。 名古屋 帝大理工 学部 ・工 学部 ， 北海道帝大工学部

は ， 創設後ま もな い こ ともあ っ て ，帝大卒 の助手 は全 くい な い
。 しか し， 助手の 6〜 7

割 は高等教育出身者で 占め られて い る。 北海道帝大農学部 ， お よ び東京帝大に っ い て

も， 経歴 を知 りえ た助手の 多 くは高等教育機関卒業者 で あ る 。 しか し ， 中等以下 の学

校出身者で ，帝大助手 に な っ た人 もい る。
こ の 中に は ， 尋常小学校卒業者や ， 正規 の

学歴 を保有 して い な い 人 も含まれて い る。 今回の 調査が ， ほぼ助手全体の 母集団を代

表 して い る とすれ ば ， 明治期に は助手全体 の 約 3割以上 は ， 中等以下 の 教育機関出身
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者だ っ た こ とに な る 。 表に示 した学部を とお して み ると ， 大正期にな る と初等教育以

下の 学歴 しか所有 して い な い助手は ほぼ姿を消すが ， 依然 1〜 3 割程度 の 中等教育出

身者が存在 して い る。 そ して ， 名古屋帝大の 例をみ れば ， 昭和 15〜17年時点で も， 中

等教育出身者が助手 と して採用されて い た こ とが分か る （なお ， 東京帝大に っ いて は ，

東京帝大卒業生 の数の み は確定 した 数字で あ り， それ以外の 学校卒業生 に つ い て はサ

ン プ ル 調査 とな っ て い る。 従 っ て ， 助手集団全体 に 占め る中等以下の 学校出身者の 比

率は，表 に 示 した以 上に 大 きい と思わ れ る）。

　い ずれ に しろ帝大助手 は ， 高等教育出身者を中心 に しなが ら も， 様々 な教育段階の

学歴保有者 に よ っ て 構成されて い た （卒業母校名 もまた多様で あ る）。

　それで は，帝大助手に な る以前に ， 助手は い か な る職業 に従事 して い た の だ ろ うか。

な お，名古屋帝大理 工学部 ・工学部 ， 北海道帝大工 学部に つ い て は ， 卒業年，助手就

任年が確定で きたの で ， 学卒後直ち に助手採用された人 の 人数を併せて 表 4 に示 して

お い た 。 高等教育卒業者の 4〜 5割 は，学卒後直ちに助手採用 されて い る （この ほか，

帝大卒業生 に ぱ， 大学院を経て ， 助手職を得て い る人 も多 い）。 他方，中等以下 の 学歴

所有者で ， 学卒後 直ちに 助手採用 された人 はい な い 。 少数例か らの 推測 に な るが ， 特

に 中等以 下 の 学校 出身者の 場合 は ， 助手任用前に
， 初中等教育機関 ， 民間企業 ， 画家

等の 自由業 な ど，非常に 幅広 い職業に 従事 して い た もの と思 わ れ る （以下 の 例参照）。

　E．O．：文久 2 年， 出生 → 明治 13〜 16年 ， 図画専門家の 塾 に入 り図画研究→ 明治25

年 ， 東京帝大理学部人類学教室嘱託→ 明治30年， 東京帝大理学部雇→ 明治35〜大正 11

年 ， 東京帝大理学部助手 。

　K ．0 ．1明治37年 ， 東京私立商工 中学校 5 年卒業 （法政 ， 中央 ， 東京物理学校転学）

→ 大正 2 年， 陸軍歩兵伍長→ 太平洋生命保険株式会社 → 東京帝大理学部雇 （天文学）

→ 大正 8 年 ， 東京帝大理学部助手 → 大正 10年 ， 兼東京天文台技手 → 昭和16〜20年 ， 任

技手。

　1．W ．；明治23年 ， 出生 → 明治44年 ， 東京築地工手学校卒業→ 大正 15年， 試雇技工 →

昭和 2 年 ， 鉄道 局技工 → 昭和 10年 ， 鉄道局技手 → 昭和 14年 ， 立命館 日 満高等工科学校

自動車実習工場長 → 昭和 16年 ， 名古屋 帝大理工 学部助手 。
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3． 助手か らの転出先

　それ で は ， 帝大助手たち は助手退任後， どの よ うな経歴 を辿 っ たの で あ ろ うか 。 履

歴書に転出先が記載 され て い る例 もごく少数あ っ たが ， 助手退 任以 後の 経歴 に っ い て

は ， 基本的 に は 冒頭に記 した資料 に頼 らざ る を得 なか っ た 。 しか し，今回の サ ン プ ル

の 大部分 は ， そ れ ら の 資料 い ずれ に も記載 されて い な い 人 た ち （経歴不 明助手）で

あ っ た 。 冒頭 に 記 した 資料に 収録 さ れて い る人物は，一般的 に 当時の 名：ヒで あ っ た と

考えれ ば ， 助手集団の 大部分は ， そ の後 エ リー ト的な経歴 を辿 らなか っ た人た ちか ら

構成 され て い た こ とに な る。 この 点が戦前期 に お ける助手集団の
一

大特徴で ある。

　な お， これ ら経歴不明助手 に 関 して い え ば ， 出身学校別 にみ る と， 帝大卒，帝大以

外の 高等教育機関卒，中等教育以下 の 学校出身者， とい っ た具合に 学歴が 低 くな るほ

ど，経歴不明助手の 割合 は高か っ た 。 特 に 中等以下の 学校 出身者の うち，冒頭 に示 し

た資料か ら経歴が拾え たの は，牧野富太郎と佐々 木恒太郎 （後者の 経歴 は後に示す）

の 2 名 に とどま る 。 また ， 文科系学部に比 べ
， 理科系学部で は経歴不明助手の 数は多

い が ， 中で も工学部で その 数 は きわ だ っ て い た 。

　以下 ， 経歴が判明 した助手た ちに っ い て検討を進め て い こ う。 まず ， 帝大教授就任

者，高等教育教員就職者の 割合をみ て み よ う。 今回サ ン プ ル に採 っ た助手 に つ い て は，

昭和 17年まで の 『職員録』記載の 全帝大教授 との 照合を行 っ た の で ，助手か らの 帝大

教授就任者 に関 して は， ほ ぼ確定 した数字とな っ て い る。 最初 に 表 2 に戻 っ て ， 帝大

卒の 助手 に つ い て み る と ， 法文学部 ， さ らに東京帝大以外の 工学部 ， 医学部で は ， か

れ らの帝大教授就任率は 2 割を切 っ て い る 。 これ を高等教育教員就職率 （帝大 を含む）

に拡大 して も， そ の数字 は多 くて 4 割程度 に な る に す ぎない 。 しか し，そ れ らの学部

を除けば，多 くの 帝大学部で は，そ の 5〜 10割程度が 高等教育機関で 職 を得て い る 。 さ

らに
， 帝大卒の 助手の 2〜 5割程度が

， 最終的に 帝大教授に な っ て い る
。

　・一
方 ， 今回の サ ン プル で ， 帝大以外の 学校を卒業 した 助手に つ い て み る と， 高等教

育教員就職者 （以下の 2 ケース を含む）は，全て の 帝大学部を合わせ て も ， 計 17名と

極め て少な い ％ さ らに ， 助手経験の 有無を問わず， 戦前期の 帝大教授は帝大卒業生に

よ っ て ほ ぼ独 占され て い た こ とを反映 し （岩田　 1994， 149− 152頁）， 以下の 2 例を除

けば ， 帝大 出身者以 外で 帝大教授 とな っ た助手は い な か っ だ ％

　梅原末治 ：明治26年， 出生 → 大正 2 年，同志社普通学校卒業 → 大正 3年，京都帝大

文学部助手→ 大正 14年，留学 → 昭和 4 年 ， 帰国 ， 東方文化学院京都研究所研究員 → 昭
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和 8 年 ， 京都帝大文学部助教授→ 昭和 14年 ， 京都帝大文学部教授 。

　青山新一 ：明治 15年 ， 出生 → 明治43年， 東京高等師範学校卒業， 東北帝大理学部助

手→ 大正 5 年，
ドイ ツ 留学→ 大正 11年 ， 東北帝大理 学部助教授→ 大正 13年， 東北帝大

理 学博士 → 昭和 11年，東北帝大金属材料研究所教授 。 　　　　　　　 ．

　そ れで は ， 助手退任後の 就職先 と して ， 高等教育機関以外 に は ， どの よ うな職が

あ っ たの だ ろ うか
。 文学部助手 の場合 は官僚 （図書係等）， 理学部助手の 場合 は官庁や

民間の技師，工学部助手で は民間技師，農学部助手で は官僚 （ほ とん どが 農業試験所

技師）， 中等教員 ， 医学部助手で は開業医， 勤務医が主 な就職ロ とな っ て い た （伊藤 ・

岩田 ・ 中野 　1990
， 第 3 章）。 帝大以外の 学校出身の 助手が ， 官庁に就職す る こ と は極

めて 少な か っ た 。 この 点を除 けば ， 帝大出身者 と帝大以外の学校 出身者との 間に ， 高

等教育機関以 外の 就職先に差 はみ られ なか っ た。

　 以下 に帝大以外の 学校出身の 助手 に つ い て ， 典型的な 3 つ の 経歴を示 して お く。 第

1例 は帝大助手退任後 ， 帝大以外 の高等教育機関教授 に ， 第 2 例 は （中等教育機関教諭

を経て ）民問会社に ，第 3 例 は 中等教育機関教諭 に就職 した 例で あ る 。

　藤谷功彦 ：明治 9 年， 出生 → 明治33年 ， 京都府立医学専門学校卒業， 京都府立療病

院医員→ 明治 35年 ， 京都府立医学校助教諭→ 明治36年 ， 京都帝大医学部助手 → 明治42

年，京都府立医専教授 → 明治 44年 ， 京都帝大医学博士 。

　佐々 木恒太郎 ：明治 3 年， 出生 → 上京 して 土木機械工学 ， 仏語を研修 → 東京帝大工

学部助手
一

ウ 鉄道学校， 工 手学校教諭→ 英水電力社入社一・ 桂川電力株式会社取締 り役技

師長 （そ の他 い くつ かの 会社重役を兼務）。

　T ．1．：明治 2 年 ， 出生 → 明治20年 ， 東京農林学校獣医学部別科修業→ 明治 23年 ， 私立

東京獣医講習所講師→ 明治24年 ， 東京帝大農学部雇？ 明治27年 ， 東京帝大農学部助手

→ 明治35年 ， 岩手県立農学校教諭。

　こ こ に示 した第 2 例に 関 して は ， 比較的大規模な 会社の 重役 に な っ て い な けれ ば ，

冒頭に 示 した資料に ， そ の 名前は見い だ せ なか っ た もの と考え られ る
。 また ，第 3 例

は履歴書に転職先の 記載が な けれ ば， そ の 経歴 は 知 りえ ない ま まで あ っ た
。

こ の こ と
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か ら， 助手以後の 経歴不明者 の 多 くは ， 中等教育機関の 教師，民間会社で 重役 よ り下

の 役職等で ， 生涯 をおえ た人た ちで あ っ た もの と考え られ る （その 他と して ， 自営業

に従事 した人 がい た こ と も考え られ るが ， 今回の 調査で は把握で きな か っ た ）。
こ れ

は
， 帝大以外 の学校出身の 助手 に限 らず，帝大を卒業 した経歴不明助手の場合 に っ い

て も，同様 に 当て は ま る と推測 され る 。

4． 助手の職務内容

　それ で は ， 助手は どの よ うな職務 に従事 して い たの だ ろ うか 。 文科系学部 に つ い て ，

吉 田 ・本 田編 （1940， 199−237頁）『文科諸学の 研究及奨励 に関す る調査報告』を もと

に ， 昭和 15年時点で の 助手及び副手の 性格を示 した もの が表 5 で あ る。

　東京帝大文学部の 場合は ， 昭和 15年時点に は ， 研究助手 と事務助手の 2 種類の助手

が い た こ とが分か る。 今回の 調査サ ン プル で も ， 東京帝大，京都帝大 の文学部 に は既

に 明治 39年時点か ら， 助手退任後 に ， 図書係等の 官僚に な っ た助手が い る 。

一
方 ， 表

2 に 示 した よ うに ， 帝大教授とな っ た 助手 もい る 。 従 っ て ， 明治30年代 に助手制度 を活

用 し始め た当初か ら， 助手の 一部は図書整理 な どを行 う事務助手 と して ，

一部は研究

助手 と して利用 されて い た こ とが分 か る。

　表 5 に よれ ば，東京帝大法学部 ・ 経済学部で の 助手の 位置付 け は ， 研究助手に な っ

て い る。 表 2 か ら明 らか なよ うに ， 大正 8年以 前か ら既 に東京帝大法学部で は ， 助手

全員が東京帝大出身で あ り， しか も助教授を経て 融授に昇進 して い た 。 こ の よ うな意

味で ， 東京帝大法学部助手 は ， 助手制度の 活用 当時か ら， 研究助手的性格が 色濃か っ

た こ と に な る
。

しか し， 大正 8年頃まで は，帝大卒業後直ちに助教授 に 任用す る例が

多か っ た （岩田　1994）。 従 っ て ， 助手は，大学 院同ew‘6］
， 助教授 まで の 待機場所 と し

て の 卒後研修的性格が強か っ た もの と思 われ る。

　 と こ ろ が ， 東京帝大法学部の 助手実員は，大正 9 年以降に は毎年 10名前後と ， それ

まで の 毎年 2名以下とい っ た 状態 に比べ て 飛躍的に 増加す る。
こ の 頃か ら， ほ ぼ全て

の 助教授は ，助手の 中か ら補充 され るよ うに な っ て い く。 ただ し， 全て の 助手が 助教

授 に昇進 したわ けで はな い
。

つ まり， 3年間の 任期制 と ともに，「昇進か 転出か （up 　or

out ）」政策が採 られ るよ うに な っ ktT，。 大正 期に入 る と ， 教授 ・ 助教授 ポ ス トは閉塞状

況 を呈 し，帝大卒業後 ， 将来の 教授候補者の 多 くは大学院で 待機 させ られ るよ うに な

る 。 しか も，
こ の 頃に はそ の 点 に 加え て ， 給与等の 面で も，他 の 職業 に対す る相対的

な帝大教授の 魅力が低下 し始め た と推測され る （岩 田　1994， 164頁）。 この た あ ， 特

に 東京帝大 法学部で は ， 優秀な人材 に は 「公務員で も大企業で も売手市場の 法学部に
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表 5　各帝大文系学部の助手の性格

性質 任期 採用方針

文学部 助手 研究助手 ・ 2年 （2 年の 延長を認め る）各研 究室主 任教授 の 推薦 に よ

事務助手 り ，教授会が これを審議決定 。

副手 2年
鋤霧瑟靨鸛鑠轄

よ

東京
帝大

法学部 助手
（副 手
は存在

研究助手 3 年 ql助手を志望 す る者は研究題目
　を定め て 指導教官に 申請，
  指導教授 は学業成績を考察し

せ ず） 教授会 に 報告，そ の 審議 の 結
果決定 。

経済学部 助手（副
手 は存

硬究助手 3 年 （3年の延長を認め る）
覊靉蠶棄驤飜霧髏

在せず） 採用を決す 。

法文学部 助手 概ね 研究助 2 年 （経済科は異な る）
手 助手の任期を終わ りた る者

編 鬻野驚纛
東北 故， 研究嘱託 な い し図書整
帝大 理嘱託なる名義を得。

副手 大学院学生 2 年 定貝な し。

の 性質を併 副手中優秀 な る者は論文を提出
せ 有す せ し め審査の結果助手に任ず 。

法文学部
・ 文科

助手 ・

副手

1年 （2年の延長を認め る）
轢 覧鬻 纛難谿

を

九 州
帝大 法文学部 助手 。 1 年 （2 年 の 延長を認める）志願制度 。 専攻科 目の 論文 を提
1 ・法科 ・

経済学科
副手 出 し， こ れ に学業成績を加え て

詮衡会議で決定 。

出所 ；吉田熊 次 ・本 田弘人編 『文科諸学 の研 究及 奨励 に 関 す る調 査報 告』，昭和 15年，よ り作 成。

あ っ て は身分不安定ばか りか
， 逆 に 授業料を払 う大学院」 で は な く， 「大学が 月給を

払 っ て ， 残 っ て も らう必要が 」
18｝

で て きた もの と思われ る。
こ の よ うに東京帝大法学部

で は，優秀 な人材の 確保策と して ， そ れ まで 卒後研修の 場で あ っ た助手を ， 研究助手

と して ， 帝大教授に至 る ア カ デ ミ ッ ク ・ キ ャ リア上 に積極的に位置付ける よ うに な っ

た
。

大正 8年 に法学部か ら分離独立 した ， 東京帝大経済学部で も事情は同 じで あ っ た 。

例 えば， こ こ で は助手論文が とおれ ば助教授昇進 さ せ る こ とは 暗黙の 形で 内規化さ れ

て い た とされる し
， 助手を採用す る前提 と して ， 将来の 助教授昇進 を確約す る例 もみ

られ る （東京大学経済学部　 1976，639−640頁）。 また ，大河 内
一

男 （1979，92− 100頁）

に よれ ば ， 「助手 の 仕事 と い うよ うな もの は特別 に は な く， 研究室 が新規購入 した和

書 ， 洋書 ， 資料 な どを専門別 に分類す るの が ， 役 目の よ うな もの で ，

・・…せ い ぜ い 講

座担当教授 の セ ミナ
ー

に 出席す る位 い だ っ たで し ょ う。

一…む しろ大半 は 自分 に与え

られ た研究室 の 部屋 へ と じこ も っ て ． 自分だ けの 勉強を し て い れ ば よ か っ た」 とされ

112

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大学助手職に関す る歴史的研究

る。 表 2 に示 した ， 大正 15年 の東京帝大経済学部の 2人の 助手は ，
1名 （高橋正雄）は

九州帝大助教授 （戦後昭和21年に 同大教授）に， もう 1名 （阿部勇） は法政大学教授

に な っ て い る 。 しか し，こ の 2 名は 「マ ル ク ス 主義弾圧」とい う隘害要 因が な けれ ば ，

東京帝大で 助教 授 → 教授 とい っ た キ ャ リ ア を全 う して い た もの と推測 され る （大内

1970， 229−230頁）。
っ ま り， 今回の サ ン プ ル で は ， 学部内紛の た め実 際に持 ち上が り

で 教授に 昇進 した助手は皆無 に な っ て い るが ， 東京帝大経済学部 の助手は明 らか に ，

上に繋が っ た研究助手で あ っ ktg］
。 そ して こ こで も， 大正 10年以 降 ， 「昇進 か転出か」

の 原則が浸透 して い く。 同様に ，東北帝大法文学部の 法学科 ・ 経済学科で も， 昭和初

期以 降の 帝大卒業生 に つ い て は ， 助手 → 助教授 → 教授 とい っ た キ ャ リア を とる教授が

増えて い く （岩田　1994
，

161頁）。 これ らの 学部で も ， 助手 を ， 帝大教授に至 るア カ

デ ミ ッ ク ・キ ャ リア 上の正規の ル ー
トに乗せ る とい っ た意味で

， 研究助手制度を積極

的に活用 して い くこ とに な っ た もの と考え られ る。

　なお ， 東京帝大法学部 ・経済学部の 助手採用方針 に 関 して ， 表 5 の 内容を補足 して

お くと ， 「法学部 は戦後 に至 るまで 学校の 成績と ， 主任教授の 推薦を中心 に して 決め て

い る」。

一
方 ， 経済学部は大正 6年以後 ，助手採用は論文審査 と口 述試験 に よ っ て な さ

れ るよ うに な っ たが ， 「そ れ まで はだ い たい成績だ っ た」とされる （東京大学経済学部

1976， 816頁お よ び651頁）。

　九州帝大法文学部 に つ い て は，先 の 調査報告の 中で は ， 助手の 性質の 欄は 空欄 に

な っ て い る 。 また ， 京都帝大 に関 して は ， 助手調査 に関す る記述が 全 くない 。 表 2 に

示 した よ うに，今回の サ ン プ ル で は ， 九州帝大助手の うち高等教育機関 に就職 した人

は い ない
。 しか し， 全員が帝大卒業生で 占め られて い た こ とを考え れば ， 卒後研修的

な 性格が強い 研究助手で あ っ た もの と推測 され る 。

　京都帝大法学部で は大正 11年以 降， 全て の 教授任用 は ， 大正 4 年以後の 自校卒業者

の 中か らな され る こ とに な る
。

か れ らに つ い て み る と ， 大正 10年以 前の 卒業生 に 関 し

て は ， 自校助手を経由 して 京都帝大教授に就任 した人 は い な い
。 しか し， 大正 11年以

後の 卒業生 で は，京都帝大の 中で 持 ち上が りで ， 助手→ 助教授 → 教授に な っ た人が多

くな る （岩 田　弖994
，

161頁）。 従 っ て ， 大正 11年以 降は京都帝大法学部で も， 東京帝

大法学部 と同様 ， 将来の 教授候補生の 受皿 と して 研究助手制度を利用 して い た こ とは

確かで あ る 。 他方 ， 『職員録』の 記載 を もとにすれ ば ， 帝大出身で はな い 助手 2名が ，

大正 14年か ら少な くとも昭和13年まで の 間， 京都帝大法学部と経済学部を兼任 して い

た。 また ， 表 2 に示 した よ うに ，京都帝大で は経済学部や 文学部に も ， 京都帝大教授

就任者を含め て ， 高等教育教員就職者が存在す る 。 そ の
一

方 で ，帝大以 外の 学校出身
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の 助手 も比較的多 くみ られ る。 そ して例えば ， 京都帝大経済学部 に は ， 先述の 法学部

助手との 兼任者 2名に加え ， 帝大出身で は な い 助手 1名が，大正 10年か ら少な くと も

昭和 13年 まで の 間 ， 勤務 して お り，か れ は昭和 12年か ら書記を兼務 して い る 。 従 っ て ，

京都帝大の 文科系学部の 助手の 位置付けは ， 東京帝大文学部 と同 じ くt 事務助手 と研

究助手が 混在 して い た もの と推測され る。

　 と こ ろで 表 5 に よれ ば ， 昭和 15年段階で は い ずれ の 文科系学部で も， 助手に は任期

が あ っ た こ とに な っ て い る 。 東京 お よ び東北帝大の 助手に 関 して調 べ た範囲で は ， 確

か に ほ とん どの 助手は ，
こ の 任期の 範囲で 助手勤務 を解 かれ て い る 。 た だ し， 昭和 15

年段階で も， 東京帝大経済学部を除けば， この 任期の範囲を越えて
， 例 えば 15年以 上

も勤務を続 け た助手が い る こ とが分か っ た 。 従 っ て ， 任期制 に 関 して は ，
一

般的な規

準と して適用 は され て い た もの の ， 例外が認め られて い た こ とに な る 。

　 そ れで は ， 理 科系学部助手の 場合はど うで あ っ たの だ ろ うか 。 かれ らに つ い て は ，

前述 の よ うな調査 はな され て い な い
。 そ こで ， これ まで の 知見を総合 して 検討を進め

る こ とに する。 理 ・ 工 ・ 農学部で は ， 帝大 を卒業 して い ない 多数 の 助手をかか えて い

た。 かれ らの ほ とん ど は ， 助手退任以後 の経歴が不明で あ り ， 高等教育教員就職者は

ほ とん どなか っ た と考え られ る
。

しか も，か れ らの 中に は ， 在籍年数が 最高40年近 く

に もな る長期在職者が 多数い た 。 さ らに例え ば ， 明治29年時点で 東京帝大理学部助手

で あ っ た平瀬作五郎 の
， 助手 と して の職務内容 は画工 で あ っ た こ とを示す資料が あ る

（日本科学 史学会　1965， 134− 135頁）。 彼 は正規の教育歴を も っ て い な い 助手の 1人で

あ り， 帝大助手退任後 ， 旧制中学校教員と して の キ ャ リア を歩んで い る 。 同様に ， 尋

常小学校以下の 教育 しか受けて い ない 助手の ほ とん どは ， 助手以 前に その 道の 専門家

に っ い て ， 図画 ， 剥製製作等を修業 して い た人 たちで あ っ た （例え ば第 2 節の 事例参

照）。 か れ らは ， そ の 専門的技能を買わ れて ， 帝大助手に採用され た もの と思 われ る 。

以上を 総合す ると ， 理 ・ 工 ・ 農学部 の 助手 は基本的に は，教育 ・ 研究補助の 役割を担

う実験助手で あ っ た と推測され る 。 特 に ， 全て の 帝大工 学部 ， お よ び京都 ， 東北 の 両

帝大理学部で は ， 多 くの 帝大教授 は講師経験者 で あ り ， 助手経験者は極め て 少 な い

（岩 田　 1994， 162頁）。 これ らの 帝大学部で は，基本的に は，帝大卒業後の 初職 と して ，

上に 繋が っ て い る の は講師職で あ り，助手は教育 ・ 研究補助の た め の 職 ， とい っ た具

合に ポ ス トの 性格が比較的明確に規定 され て い た もの と推測 され る。

　 しか し一 方で ，表 2 に示 した よ うに ， 多 くの 理 ・工 ・農学部で も，帝大 を卒業 した

助手を 1割未満〜7 割の 範囲で か かえ て い た。 しか も ， そ の 中に は ， 帝大 を含 あ て 高等

教育教員に 就職 して い っ た助手も存在 した 。 特 に ， 北海道帝大農学部 で は ， 明治44年
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以後の 帝大卒業生か ら， 助手 → 助教授→ 教授とい っ た キ ャ リア ・ パ ター ン が増え ， 帝

大教授 に 繋が っ た形で の 研究助手制度が定着 して い っ た こ とが 示唆 さ れ る （岩田

1994， 161頁）。
つ ま り， 理 ・ 工 ・ 農学部で は

一
般的 に，実験助手を 中心 に しなが らも，

そ こ に ご く少数の 研究助手が混在 して い た もの と思 わ れ る 。

　一
方， 医学部で は戦前期を とお して ， 全助手に 占め る帝大卒業生 の 比率 ， 人数が と

もに大 きか っ た 。 今回の 調査 は学部助手に 限 っ たが ， 医学部で はそ れ以上 の規模の 病

院助手を抱え て い た 。 そ して ， 帝大医学部卒業生 の ほ とん ど は ， 卒業後暫 くの 期間 ，

どち らか の （無給）助手 を経験 して い る。 しか も， 医学部助手の 多 くは助手以後 ， 勤

務医 ・開業医に な っ て い る。
つ ま り，明治 26年以来，助手職 は基本的に は卒後研修の

場 （臨床 ・研究助手）で あ り続けた （イ ン ター ン制度の 設立 は戦後に な っ て か らの こ

とで あ るが ， 戦前期の 助手職 は副手職 とと もに ， これ に近 い 機能を果 た して い た と思

われ る）。 しか し， 出身学校か ら判断す る限 り ， 医学部で も， 教育 ・ 研究補助員 として

の助手を一定数か か え続けて い た もの と推測され る 。

5． 最後 に

　冒頭で み た よ うに
， 現在の 助手職の

一大特徴は ， それ が多様な集団か ら構成 されて

い る こ とで あ っ た 。 そ して ， それ が 助手問題 と呼ばれ る もの を よ り複雑 に して い た 。

この よ うな助手の 多様性 は ， 戦後特有の もの で はなか っ た 。 まず ， 明治 26年 の 助手制

度の 発足当時か ら， 既 に運用の 多様さの 芽は内在 して い た
。

そ して そ の 後 ， 各大学 ，

学部，学科 ご との 独自の事情が絡ん で ， 様々 な運用慣行を確立 して い っ た もの と思わ

れ る。 その 第 1の 原因 は ， 学問分野 ごとに ， 後継者養成 必要と され る人的支援体制

を含め て ， 適切な教育 ・ 研究体制の あ り方が異 な っ て い る こ とに よ る と考え られ る。

本論冒頭で 行 っ た指摘に加え て ，例えば，事務助手 と実験助手 との 相違 も ， 少な くと

も歴史的観点か らみ れ ば ，
こ の 点に求め る こ とが可能で ある 。 先述の よ うに ， もと も

と事務助 手の 本来 の 主要業務は ， 図書整理 を中心 と した もの だ っ た 可能性が 高 い
。

従 っ て
， 両 タ イ プの 助手間の 相違は ， 文献研究の 比重が 高い 文科系学部 と，実験が不

可欠の 要素を しめ る理科系学部 との
， 教育 ・研究補助の あ り方に 由来する とみな せ る

か らで あ る。

　文科系，理 科系 とい っ た区分を さ らに細か くした ，学部間，学科間 に み られ る助手

運用の 相違 も，基本的 に は 同様の 原因 に基づ く要素が 大 きい と考え られ る 。 各学部 ，

各学科で 必要 とさ れ る教育 ・ 研究体制は どの よ うな もの で あ っ た の か
。

そ して ， そ の

中で 各大学教員集団 （職） は どの よ うな役割を果たす こ とが期待 され て い たの か 。 こ
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の よ うに ， 教育 ・ 研究体制 と教員組織の あ り方との 関係に 対す る分析は ， 極め て重要

な点で あり ， 助手の あ り方 もその 中で 捉え て い く必要があ る もの と思 われ る。 本論で

はそ こ まで は扱えなか っ た
。 例え ば ， 荒井克弘 （1989）の 議論 成定薫 グル ープに よ

る調査 （有本　1994， 第 E部）な どを参考 と しなが ら， 今後の 課題 と したい
。

〈注〉

（1） 例え ば，天野 （1977）， 岩田 （1994）な ど。

（2｝ 戦後の 助手 に関す る調査 として は ， この 他 に 日本学術会議 ・ 科学者の 待遇問題

　委員会 （1965）， 加藤毅 グル ープ （1995）に よ る もの が あ る こ とを付記 して お く。

　前者の 調査で は ， 国立大学協会に よ る調査の よ うに ， 助手 の分類まで は提示 され

　て い な い 。 しか し，そ の 調査結果か らも ， ほぼ同様の 実態を っ かむ こ とが で きる。

　また，数量的解析の み な らず， 自由記述形式 の質問を とお して ， 助手問題 に 関す

　 る生の 声を知 る こ とが で きる 。

（3） 人文 ・ 社会系学部 で は ， 学生数が多い 割に は，事務職員 また は教務職員の定数

　が少な く，特定の教官が就職 ， 教務関係の 仕事の 一部を請 け負 っ て い る 。 事務助

　手 は ， そ の 負担を軽減す るた めの
一

っ の 処置で あ り， か れ らは ，
こ れ ら事務

一
般

　の 他に ， デ ータ作 りや図書整理 な ど幅広い 業務に 従事 して い る。 さ らに ， 人文 ・

　社会系学部で は，助手定員の全部を研究助手で 埋 め る必要が な い こ と も， 事務助

　手運用を助長 して い る とされ る （岩田　1992， 85頁）。 しか し， 事務助手は ， 現在

　の助手制度が本来予想 して い る職務内容 とい い うるか ど うか に は問題が ある との

　 指摘もあ る 。

（4） 帝大教授就任者を除 い たそ の 内訳 は ， 大正 5 年の 東北帝大理学部 ， 大正 15年の

　九州帝大工学部，明治 29， 39， 大正 15年の 東京帝大医学部，大正 5 年の 東北帝大

　医学部で 各 1 名， 京都帝大医学部で は明治39年に 6 名，大正 5 年に 2 名 ， 大正 15

　 年に 1名，の 助手が こ れに 該当す る。

（5） か りに学位を取得 した として も， 帝大 を卒業 して い ない 助手が， 帝大助教授や

　教授 に 登 りに くか っ た こ と は，例え ば東北帝大理 学部助手を勤 め た小倉金之助

　 （1982 ，
78頁）の 回想か ら も想像す るこ とが で きる 。

C6） 戦前期の 大学院が ，就職や留学の 順番待 ちの た めの 溜 ま り場 と して しか 機能 し

　 て い なか っ た こ とに つ い て は ， 多 くの 指摘， 回顧が あ るが ， そ れ らに つ い て は岩

　 田 （1994， 165頁）の 注（1）参照 。 さ らに 『教育時評』 （1916a，b）に よ れ ば ， 大学院

　 は徴兵延期の 手段 と して 利用されて い た こ とを付言 して お く。
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（7） 大正 9年以降の 東京帝大卒業生 で東京帝大法学部教授 とな っ た人の 経歴 は ， 1

　〜2 年の 助手経験の 後， 助教授とな り， 留学を経験 し， その 2〜3年後に 東京帝大

　教授 に至 る とい うもの で あ っ た 。 即 ち ，

一般的に は助手ポ ス トが ， 東京帝大教授

　 に 至 る必須 の 過程 と して ， ア カ デ ミ ッ ク 。 キ ャ リ ア の 中に組 み込 まれ て い た 。

一

　方，現在 の 東大法学部教授 は， ご くわずか の例外を除 い て，東大 の 中で ，学部卒

　業→ 助手採用 （3年間）→ 助教授 （ほ ぼ 10年）→ 教授 ， とい っ た レ ール 上を歩ん で

　い る。 ただ し， 助手全員が 東大に 残る とは限 らな い とされ る （小中　 1978
，

9− 16

　頁）。 従 っ て ，
こ の よ うな現在 の 東大法学部教授の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア ， お よ

　びそ こ に お ける助手の 位置付 け は ， 大正 中期 に確立 し， 現在 に 至 っ て い る と考え

　 られ る 。

（8） なお， これ は，現在の 東大法学部で ，教授候補者 を学卒後直 ちに助手採用す る

　理 由 として ，小中 （1978， 9− 10頁）が挙げて い る もの で ある 。

（9） なお ， 助手か ら助教授へ の 昇進 に 関 して は， 形式的 に は学部長 ， 実際は研究室

　主任 も し くは学部長の 実質的な参謀 ・ バ イ ス デ ィ
ー

ン が 権限を も っ て い た， と さ

　れ る （東京大学経済学部　1976
，
638640 頁）。
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